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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	西澤　直人

	大 会 名
	NORTH AMERICAN OPTIMIST CHAMPIONSHIP 2013

	開 催 地
	バミューダ

	大 会 期 間
	平成25年7月3日～7月11日


	現地までの旅程
	成田発（6月30日11：00）→ニューヨーク着（30日10:45）　　→　ニューヨーク発（7月1日11:37）

　→　　バミューダ着（1日14:50）

	旅行代理店
	㈱Ｈ・Ｉ・Ｓ（エイチ・アイ・エス）広島本店　一本杉様

広島県広島市中区紙屋町１－２－２２

	渡航費用
	219,290円　（　成田発　）

	エントリー料
	選手一人　700ドル　　　　　　※　実際に支払った通貨で記入して下さい

	一人当たりの宿泊費用
	選手　12泊　2,270ドル（227,000円）

役員　12泊　2,270ドル（227,000円）
サポーター　12泊　2,470ドル（247,000円）

	その他食料費
	飲料水、副食費など　333,000円　10名分

外食費など　各自負担

	チャーター料金
	ＯＰ艇　　大会期間中　7日間　2,500ドル/　艇（50,000円）

　　　　　　　早期料金　375ドル / 艇 / 日（7,500円）
コーチボート　大会期間　　7日間　650ドル/ 艇（65,000円） 
　　　　　　　早期前料金　75ドル / 艇 / 日（7,500円）

	大会本部の対応
	事前に現地クラブの日本人の方に連絡をとっていたため、とても親切にしていただいた。

よく要望もきいていただき、日本のサポーターへクラブハウスの使用許可をいただき、冷房のきいた部屋で過ごすことが出来ました。とても暑かったのでとても助かりました。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	大会開催日の最初のミーティングでは、各国代表の自己紹介から始まりました。

大会期間中は、その日の注意点や天候のことが中心のミーティングでした。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	暑かったので水分補給と毎食の食事をきちんと取っているか気をつけるようにしました。

風待ちの時などは、熱射病にならないように日陰で休ませました。

	食事はどうでしたか
	朝食、夕食ともにオフィシャルホテルのレストランでのバイキング方式で、大会期間中の朝食と夕食をいただきました。朝食は、サラダ、フレーク、ポテト、卵、ソーセージ。夕食は、朝食のメニューに2品追加されて、全体のメニューとしては、毎日3品ほどが入れ替わるような感じでした。昼食は、大会運営側に用意してもらったハンバーガーと果物とスナックが入ったものをいただきました。

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。
	本当に治安のいい国でした、大会で使用している広場のセイルを立てるところに防犯カメラを取り付けていました。長く荷物から離れる時は、南京錠とワイヤーで荷物をひとつにまとめるようにしていた。選手たちのセーリング道具はバミューダとロッカーをシェアして、鍵を閉めることが出来るようになっていました。キャッシュやパスポートなどの貴重品はホテルの金庫へ保管しました。

	荷物に関して工夫したこと
	飛行機へ預ける荷物の重量や個数が制限されて、かなりコンパクトにしなければいけませんでした。

機内持ち込みの荷物へ持ち込めるもので、重量があるものを移動しました。

	日本との通信状況、手段
	ホテルでは、回線が混雑するとまったくつながらなくなりました。ロビーへ苦情を言う方もいらっしゃいました。混雑していない時間帯の真夜中と朝早くに通信するようにしました。

大会会場では、クラブハウスとクラブハウスのカフェに回線がありました。

ホテルよりも通信状況は良かったと思いました。

	他国チームとの国際交流の実施
	よく国際交流出来ていたと思います。

鉢巻にも助けてもらっていましたが、特にコーチボートをシェアしたスイスチームとカナダチームと仲良くなっていました。以前国際大会へ参加している選手は、初めての選手のフォローをよくやっていたと思います。

	持参してよかった食品、医療品等
	持参して良かった食べ物は、ご飯（パック）、味付け海苔、味噌汁などの日本でよく食べているもの。

艤装用品では、エクステンションのジョイント部品一式で、取付部分のタイプがメーカーによって違うためにエクステンションのみを持ってきていると使用できなかったので、選手人数分を持っていって助かりました。

	次回参加者へアドバイス
	国内のレースで出来て、国外のレースで出来ないことがあれば、克服する為には何を練習すればいいのか、次回の大会をイメージしてモチベーションをあげて練習してもらいたいと思います。

	JODAへの要望
	ＪＯＤＡ関係者の皆様、大変貴重な体験をさせていただきましてありがとうございました。

	その他
	


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
